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Mission Statement

Unlock Our Future
～未来をつくる～

with the Convergence of Knowledge
－学術研究所－

with Brain Science
－脳科学研究所－

with Quantum ICT Research
－量子情報科学研究所－

The mission of our institutes is to promote research both specialized
and interdisciplinary in various academic and cultural areas,

and contribute to global academic and cultural prosperity.

学術・文化の諸領域にわたる専門的・学際的・総合的研究活動を推進し、

国内はもとより、国際的学術・文化の向上・発展に貢献する。



学術研究所・脳科学研究所・量子情報科学研究所

脳科学研究所の研究拠点、
Human Brain Science Hall 完成

1929 年	 ●創立者小原國芳により玉川学園が開校。玉川学園教育研究所の設置。
1947 年	 ●旧制玉川大学（文農学部文学科、農政学科）設置認可。
	 ●玉川大学教育研究所と改称。
1979 年	 ●玉川学園学術教育研究所と改称（教育研究所、体育研究所、ミツバチ科学研究
	   所を置く）。
1993 年	 ●玉川学園学術教育研究所に生産開発工学研究所（量子通信研究施設、品質工学
	    研究施設）を開設、コンピュータセンター準備室開設。
1994 年	 ●玉川大学学術研究所と玉川学園教育研究所に改組。
1996 年	 ●玉川大学学術研究所に脳科学研究施設を開設。
1998 年	 ●玉川大学学術研究所に応用生命科学研究施設を開設。
1999 年	 ●玉川学園教育研究所を玉川学園全人教育研究所と改称。玉川大学学術研究所より
	   全人教育研究施設を分離。
	 ●第 1 回玉川学園風車コンテスト開催。
2000 年	 ●ソーラーカー工房完成。
2002 年	 ●玉川大学学術研究所に言語情報文化研究施設を開設。
2003 年	 ●玉川大学学術研究所が全人教育研究所を包括統合。人文科学研究施設、知能ロ
	    ボット研究施設、量子情報科学研究施設を開設し、研究促進室を設置。
	 ●応用生命科学研究施設から菌学応用研究施設を独立。
	 ●ハイブリッドソーラーカーがオーストラリア大陸横断 4,000km を達成。
2004 年	 ●学術研究所別棟（GBI 棟：The Genetic Analysis and Brain Activity Imaging
	   Laboratory）完成。
2006 年	 ●玉川大学学術研究所に体育・健康科学研究施設を開設。
2007 年	 ●玉川大学学術研究所より脳科学研究施設、知能ロボット研究施設、言語情報
	   文化研究施設を分離し、玉川大学脳科学研究所を設置。全人教育研究施設を
	   K-16 一貫教育研究施設へ改称。
2008 年	 ●各研究施設の名称をセンターへ改称。�玉川大学学術研究所に教師養成研究セン
	   ターを開設。
	 ●応用生命科学研究施設を生物機能開発研究センターへ改称。
	 ●研究センター棟完成。
2010 年	 ● Future Sci Tech Lab 完成。
	 ●改組により玉川大学学術研究所に知的財産本部を設置。
2011 年 	 ●玉川大学学術研究所より量子情報科学研究センターを分離し、玉川大学量子情報
	   科学研究所（量子情報科学研究センター、超高速量子通信研究センター）を設置。
2012 年	 ●玉川大学学術研究所教師養成研究センターが教師教育リサーチセンターへ移管。
2013 年	 ●玉川大学学術研究所よりK-16 一貫教育研究センター全人教育部門を移管。全人
	   教育研究センターとして教育学部に設置。
	 ●玉川大学学術研究所より体育・健康科学研究センターを移管。健康教育研究セ
	    ンターとして教育学部に設置。
	 ●改組により玉川大学脳科学研究所に基礎脳科学研究センターおよび応用脳科学
	   研究センターを設置。
2015 年	 ●改組により玉川大学学術研究所に高等教育開発センターを設置。
	 ●玉川大学学術研究所より心の教育実践センターを高等教育附置機関内に TAP
	   センターとして独立。
2017 年	 ●改組により玉川大学学術研究所に先端知能・ロボット研究センター（AIBot 研究
	   センター）を設置。
	 ●玉川大学量子情報科学研究所の量子情報科学研究センターを量子情報数理研究
	    センターに改称。
	 ●玉川大学脳科学研究所は文部科学省の共同利用・共同研究拠点「社会神経科学研究
	 　拠点」として認定。
2021 年	 ● Human Brain Science Hall 完成。

農学部実験室（1955 年）

学術研究所・脳科学研究所・量子情報科学研究所
の研究拠点、研究センター棟

「植物工場・宇宙農場ラボ」「超高速量子光通信」
の研究拠点、Future Sci Tech Lab

初代ハイブリッドソーラーカー
「アポロンディーヌ号」

　 研究所沿革
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 研究所組織図

量子情報数理研究センター
Quantum Information Science Research Center

●量子情報理論研究部門

●量子符号理論研究部門

●量子情報物理研究部門

●超高速量子通信ネットワーク研究部門

●量子情報セキュリティ研究部門

●量子情報処理研究部門

超高速量子通信研究センター
Quantum Communication Research Center

量子情報科学研究所
Quantum ICT Research Institute

脳システム研究センター
Systems Neuroscience Research Center

脳・心・社会融合研究センター
Brain-Mind-Society Research Center

●神経回路機能研究部門

●認知神経科学研究部門

●社会性神経生物学研究部門

●神経計算論研究部門

●社会行動研究部門

●心の発達研究部門

●心の哲学研究部門

脳科学研究所
Brain Science Institute

先端知能・ロボット研究センター
（AIBot 研究センター）
Advanced Intelligence & Robotics Research Center (AIBot)

●ロボティクス研究所

●人工脳機能研究部門

●AIビジネス研究部門

●数理・データサイエンス・AI研究部門

K-16 一貫教育研究センター
K-16 Education Research Center

ミツバチ科学研究センター
Honeybee Science Research Center

生物機能開発研究センター
Biosystems & Biofunctions Research Center

菌学応用研究センター
Mycology & Metabolic Diversity Research Center

人文科学研究センター
Humanities Research Center

高等教育開発センター
Higher Education Development Center

●哲学思想研究部門

●文学・芸術研究部門

●歴史文化研究部門

●生物学研究部門

●養蜂・生産物研究部門

●花粉媒介機能研究部門

学術研究所
Research Institute

プロジェクト／Projects

●

●日本語教育研究部門

●サンゴ研究部門

●スマートキャンパス推進部門

●K-16 一貫教育研究部門

玉川ロボットチャレンジプロジェクト（TRCP）

2022 年	 ●玉川大学学術研究所に ICT 教育研究センターを開設。
	 ●玉川大学脳科学研究所の基礎脳科学研究センターを脳システム研究センターへ改称。
	 ●�玉川大学脳科学研究所の応用脳科学研究センターを脳・心・社会融合研究センターに改称。
	 ●�改組により玉川大学脳科学研究所に先端知能・ロボット研究センター（AIBot 研究

センター）を設置。
2023 年	 ●玉川大学学術研究所から ICT 教育研究センターが独立。
	 ●�玉川大学学術研究所研究促進室と知的財産本部は、高等教育支援機関 研究推進

事業部研究推進課と知財戦略課に改組。
2024 年	 ●�玉川大学学術研究所の K-16 一貫教育研究センターにスマートキャンパス推進部門、

サンゴ研究部門を設置。学術研究所別棟が、GBI（Global Biomass Innovation）棟
として稼働。

学術研究所別棟（実験・研究施設）
GBI：Global Biomass Innovation 棟

3



RESEARCH  INSTITUTE 

学 術 研 究 所
所長　相馬 正宜

　学術研究所は、玉川大学における高等教育附置

機関として、本学の研究活動を支える中核的な役割

を担っています。前身である玉川学園教育研究所は

1929 年に開設され、以来、本学の歩みとともに長い

歴史を重ねてきました。その間、社会の変化や時代の

要請に応じて、組織や体制を柔軟に発展させながら

今日に至っています。また、脳科学研究所、量子

情報科学研究所、TAP センター、ICT 教育研究

センター、研究推進事業部など、本学の特色ある

研究・教育組織の基盤を築いてきた存在でもあります。

　学術研究所の研究・教育活動は、人文・教育・農学・

工学など幅広い分野にわたり、専門性と学際性の双

方を重視して展開されています。現在は 6つのセン

ターを中心に構成され、本学が推進するESTEAM

の理念も踏まえながら、多様な研究・教育事業に取

り組んでいます。さらに、玉川学園・玉川大学の理念

である「全人教育」を継承し、研究を通して人を育てる

という視点を大切にしながら、各学部・大学院、脳

科学研究所、量子情報科学研究所等と連携した

組織的かつ横断的な活動を進めています。あわせて、

研究成果を広く社会へ還元するアウトリーチ活動にも

力を注ぎ、国内外の研究機関との共同研究、民間

企業との連携による技術開発などにも積極的に取り

組んでいます。

　また、研究助成に関する情報収集や申請支援、

知的財産の運用・管理を担う研究推進事業部とも密

接に連携し、研究成果の社会実装を通じた社会貢献

を推進しています。今後も、より良い社会の実現に

寄与することを目指しながら、本学の研究力の向上と

発展に努めてまいります。

「
学
術
」が
知
財
、人
財
、文
化
を
育
て
、時
代
を
創
る
！

「
全
人
教
育
」の
理
念
を
継
承
し
、学
際
的
な
研
究
を
通
し
て

「
国
際
社
会
へ
の
貢
献
」を
目
指
す
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学術研究所

K-16  一貫 教 育 研 究 セ ン タ ー

 研究センターについて
　本研究センターでは「全人教育」の理論および実践に基づき、
K-16（幼稚園から大学）の教育活動の充実を求めて、以下の２
部門で広く総合的に研究と実践を進めています。

K-16 一貫教育研究部門
　全人教育学の理念に基づきながら、今日におけるK-16の教育
課題を明らかにし、その具体的な改善に向けて理論的・実践的展
開を図っています。以下の4グループによって、連携的に研究を進
めています。
（1）理系教育グループ	 （2）国際バカロレア教育グループ
（3）幼児教育グループ	 （4）宗教・行事教育グループ

日本語教育研究部門
　児童・生徒向けおよび成人向けの日本語教育、ならびに対
象者の目的別の日本語教育のあり方を理論的に研究し、それ
ぞれの実践に向けてプログラムを開発しています。それによっ
て、学内の研修生・留学生等に対応するとともに、国内外の日
本語学習のニーズに応じています。

スマートキャンパス推進部門
　エネルギーや自然破壊などの環境問題の解決に向けて、玉川
学園のK-16が集うワンキャンパスのスマート化を目指し、大学学部
間融合および K-16 一貫の学際的な教育研究を行います。実践的
な活動を通して、以下の３つのSmart Campus 構想を推進します。
(1) Tamagawa Education Campus
(2) Tamagawa Energy Campus 
(3) Tamagawa Digital Campus

サンゴ研究部門
　地球規模で危機に直面しているサンゴ礁生態系を守るため、
調査や保護を支援する情報システム、デバイス開発を通じた学際
的な研究を推進します。サンゴ礁の現状の理解を深め、保全
活動を強化するとともに、学術的知識を蓄積し、社会に貢献
する成果を目指します。

 おもな研究内容
 ・理数系教科教育の高大連携に関する研究と実践
 ・理数系教員指導力向上研修プログラムに関する実践研究
 ・知的探究心を育むための理数系教育の実践研究
 ・玉川ロボットチャレンジプロジェクト（TRCP）における実践研究
 ・IB 認定校と日本の一条校における学際的指導と学習
 ・�産前産後から小学校接続期までの連続性を踏まえた乳幼児
期の教育・保育の質に関する研究

 ・「日本語を母語に持たない児童・生徒」の実態調査
 ・短期日本語研修プログラムに関する研究
 ・�英語視聴覚メディア、デジタル教材を用いた教育効果・教
育支援

 研究概要
科学への興味と知的探究心を育むための、
低・中学年を中心とした理数系教育の実践的研究
　理系教育グループが中心となり、工学部および脳科学研究所、
玉川学園 K-12（低学年）、TRCPとの連携で、玉川学園 K-12 
の４年生を対象とした体験的学習講座「ロボット製作実習」を実
施しています。児童の科学技術に対する興味・関心を育むこと
がねらいです。児童を4～ 5 名ずつの班に分け、各班に1名の
大学生がつき、ＴＡとしてロボット製作の指導にあたっています。

幼児教育グループの研修及び研究
　幼児教育グループでは、産前産後から小学校接続期までの
連続性を踏まえた乳幼児期の教育・保育の質に関する研修お
よび研究の一環として、以下の取り組みを中心に行っています。
（1）	 �乳幼児期から小学校接続期までを視野に入れた幼児

教育・保育の質向上にかかわる研修会行っています。
（2）	 �わが国における保育の質の確保と向上のため、その制度

政策の在り方を探るための研究として、その先進的な取
り組みの行っている国や地域の視察およびインタビュー
等のフィールド研究を行っています。

IB 教育研究：「学習する組織」の調査・研究の実施
　日本におけるIB 認定校が「学習する組織としての学校」に
なるための持続的な発展を計画するために必要な支援の調査・
研究を行っています。IB 機構との共同研究として 2022 年に
開始し、今年度も調査・研究に取り組んでいます。

Ｋ -12 における日本語授業の企画実践および教材開発
　K-12 における日本語教育の現場として、以下のプログラムに
おいて教材開発および教育の実践を行っています。
（1）	 台湾稲江高校からのオンキャンパスプログラムにおけ

る日本語授業の企画、実践
（2）	 玉川大学リベラルアーツ学部において実施されている遠隔

日本語授業の教材開発、企画実践
（3）	 春秋の短期研修生向け日本語授業

幼児教育研究グループ研修会
「はじめの100か月の育ちビジョ
ンと保育のこれから」と題した
研修会の実施。

玉川大学 IB 教育フォーラム
「新しい『プログラムの基準と
実践要綱』と各校プログラム
の開発と進化
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学術研究所

ミ ツ バ チ 科 学 研 究 セ ン タ ー

 研究センターについて
本研究センターは、1950 年以来、玉川大学農学部で続け
られて来たミツバチ研究の成果を受け継ぎ、基礎から応用まで
幅広く発展させるため、1979 年にミツバチ科学研究所として
設置されました。1999 年より部門制が導入され、ミツバチ生
物学研究部門、ミツバチ生産物研究部門、花粉媒介機能研
究部門の3 部門が設けられました。各部門は、それぞれ単独
あるいは部門横断的に、また他大学などの研究機関や行政機
関との共同研究も含めて、多様な研究を展開しています。
研究対象はセイヨウミツバチ、ニホンミツバチに加え、優れ
た花粉媒介機能をもつマルハナバチ、ミツバチの天敵であり人
間にとっても危険なスズメバチ、ハチ類の社会性の進化を探る
ために重要なアシナガバチやアリなど、ハチ類の主要なグルー
プを網羅し、分子生物学から生態学まで幅広い研究を推進し、
社会性昆虫の研究における拠点となっています。
毎年 2月に本学で開催されるミツバチ科学研究会は、ミツ
バチ関連の研究成果の報告や時事問題の討議のために、全国
から養蜂および関連産業の関係者、研究者、またミツバチに
関心のある一般の市民まで200 名ほどが参加しています。ミツ
バチに関する情報交換の場として、また参加者間の交流の機会
として好評を得ています。
さらにミツバチや養蜂に関する専門知識を一般メディアや学
校教育を通して紹介しています。テレビ番組の制作協力や新聞
での取材協力など、養蜂や農業、ミツバチの生物学に関する
知識の普及に努め、養蜂学習や採蜜体験などミツバチを活か
した小・中・高校生向けのアウトリーチ活動を行っています。

 おもな研究内容
 ・カースト分化におけるDNA メチル化の役割
 ・出巣時積載蜜量からみたミツバチの採餌戦略の解明
 ・ミツバチの繁殖を制御する内分泌メカニズムの解明
 ・ミツバチによる餌資源利用の実態調査
 ・ハチ類の情報化学物質に関する総合的研究
 ・ハウス用ポリネーターの有効活用と新技術の開発
 ・ミツバチを教材利用する環境教育の試み

 研究概要
1. 生物学研究部門
生物としてのミツバチの基礎研究はもとより、社会性ハチ類全

般の生理・生態学的な基礎研究とその応用展開、分子生物学
的手法による社会構造の解析研究を行っています。また、ミツ
バチやその生産物を利用した教材開発、教育効果の評価など
を通じて、理科教育や環境教育への関わりも本研究部門で強化
しています。

2. 養蜂・生産物研究部門
養蜂の観点から、ミツバチの健康維持や飼育技術の向上に

関する技術開発を行っています。また、ミツバチの生産物で
あるハチミツやローヤルゼリー、蜜ろうや花粉などを対象に、
それらの品質評価や新たな利用の可能性について追究して
います。さらに、これらの生産物の生成過程を解明することに
より、より高い品質の生産物や新たな付加価値をもつ生産物
の創生を目指しています。

3. 花粉媒介機能研究部門
農産物のポリネーターとしてのミツバチおよびマルハナバチを

中心に、その利用に関する基礎と応用の両側面での研究を進
めています。ポリネーター利用については園芸農家向けセミナー
などを通じて啓蒙活動も行っています。

巣房をつくるミツバチたち

8 の字ダンスを踊るミツバチ ミツバチの精子の観察 第 44 回ミツバチ科学研究会（2024 年 2 月 23 日）
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学術研究所

生 物 機 能 開 発 研 究 セ ン タ ー

 研究センターについて
生物が潜在的に持つ高い生理機能を利用することにより、効率
的で安定した食料の生産システムや機能性成分の開発を目指して
います。特に、発光ダイオード（LED） を光源とした実用的な野菜
生産システムの開発に焦点をあて、生産物の品質や安全性が高く、
事業性に優れた普及版野菜生産システムの確立を目標に研究を
進めています。事業化版 LED 自動化野菜生産施設（Sci Tech 
Farm 「LED 農園」）の開発、稼働、事業化シミュレーション、自
動化のためのロボット技術やICT 技術の導入を進め、未来型農
業ビジネスモデルの構築と提案を行います。あわせて医療機能や
健康増進機能を持った作物生産、植物や微生物の特性を利用し
たフィトケミカル開発、宇宙での作物生産を目指した宇宙農場に
関する研究についても継続して推進しています。

 おもな研究内容
 ・ LED を光源とした自動野菜生産施設の開発と事業実証
 ・ �薬用植物の薬効成分を高める環境条件の探索とそれらを高
効率で栽培するシステムの開発

 ・ �イオノーム解析を利用した葉菜類の養分吸収特性と集積の
研究

 ・  肥料低減化に関する技術開発
 ・ 人工光植物工場での付加価値植物の生産
 ・ ロボット技術、ICT 技術の野菜生産システムへの導入
 ・ 非破壊計測による植物の状態把握	
 ・ 植物の光形態形成メカニズムに関する研究
 ・ 遺伝子組換え植物による医薬品など機能性物質の生産
 ・ 宇宙空間における植物栽培システム・宇宙農場の開発
 ・ �宇宙での食料供給をめざしたジャガイモの水耕栽培技術の
開発

 ・ �動物の免疫機構および細胞間情報伝達に関する研究
 ・ �外的ストレスによる細胞死誘導メカニズムの解明

 研究概要
LED を光源とした未来型農業生産システムの開発
農場（Farm）での栽培技術と工場（Factory）での生産技

術をあわせ持った未来型農業生産システムをFarmtory（Farm 
とFactory を合わせた造語）と名づけ、この新しい農業生産
システムの確立と社会への発信、普及を目指しています。植物
栽培用に新たに開発した高性能 LED ランプ「ダイレクト冷却式
ハイパワーLED」を用い、高品質な野菜を効率的に栽培する
野菜生産システムを開発しました。この生産システムを実証す
るための研究施設として、2010 年 3 月には学内にFuture Sci 
TechLab を開設し、LED 光源を用いた野菜生産システムの研
究開発を始めました。そこでの研究成果を利用して、事業化を
目指したLED 野菜生産施設 Sci Tech Farm「LED 農園」を
2014 年から稼働させ、現在は学園購買部での販売を継続的に
行っています。今後も精力的に野菜の生産事業の検証を進めて
行きます。

環境制御や分子生理学的技術による付加価値植物の生産
食料自給率の向上や食料安全保障の確保のために、人工光

植物工場における付加価値植物の安定生産を目指した研究を
行っています。方法には2つあり、一つは環境制御技術の利用
です。植物の成長や生理状態に合わせて紫外線を照射すると抗
酸化成分濃度や薬草の薬効成分濃度が向上します。人工光植
物工場は四季を問わず一定の品質で生産を行うことができるた
め、市場ニーズに合わせた供給が可能になります。もう一つは
遺伝子組換え技術やゲノム編集技術を用いた方法で、それによ
り機能性野菜を生産したり貧栄養条件下でも育つ野菜の生産を
目指しています。これらの技術の普及には消費者からの理解も
大切なため、丁寧に説明することを心がけています。

Future Sci Tech Lab「LED 植物工場研究施設・宇宙農場ラボ」

宇宙農場ラボの
減圧植物栽培チャンバー

多段式
LED 水耕栽培システム
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学術研究所

 研究センターについて
微生物は、今日SDGsの観点から人類に有用な資源として注目
されています。我が国では、約13,000種の菌類が報告されていま
すが、実際には200,000種は生息していると予測され、地球上に
はまだまだ未知の微生物が数多く存在すると考えられています。
新規微生物の探索は純粋な生物学の立場だけでなく、資源
に乏しい我が国の有用持続可能資源として産業面からも重要
視されています。
このような背景から、当研究センターでは、未知生物遺伝資
源として菌類を採集・分離し、ライブラリー化を行い、これら
を用いて医薬・農薬のリード化合物の発見を目指して国内外の
企業との共同研究を進めてまいりました。
また、民間企業や研究機関の研究者を対象とした「微生物
資源ワークショップ」を開催してきました。
2012 年には日本微生物資源学会から公的微生物株保存機
関の一つとして認証を受けました。主に国内で採集・分離した
糸状菌やきのこ、約15,000 株の一部を公開し、要望に応じ
て世界各国の研究者に分譲しています。

 おもな研究内容
 ・�我が国の有用微生物（糸状菌および野生きのこ）の分布と採集・
分離収集・培養法の開発とライブラリー化、データベース化

 ・�微生物代謝産物から酵素阻害物質および農業用抗生物質を
はじめとする生理活性物質の探索と単離・精製、構造決定

 ・微生物の蛍光検出法の開発
 ・極限環境微生物の研究

 研究概要
本研究センターで行われている研究教育活動は以下のとおり

です。
1	 我が国の生物資源としての菌類の分布を調べ、採集分離を
行い、菌類ライブラリーとデータベースを構築しています。
（株）ハイファジェネシスと共同で分離した約15,000株の
菌類、7,000株の放線菌から新種25種、日本産新種27種
類以上を発見しています。

2	 構築したライブラリーを用いて、抗カビ、抗細菌、各種酵
素阻害物質のスクリーニングを行っています。これまでに、
新規化合物・新規活性物質14種以上、物質特許・製法特
許申請が6件あります。

3	 地球外での微生物探索を目指し、土壌や岩石中の微生物の
蛍光検出法の開発を進めています。

4 光合成細菌を固定化した光合成細菌ビーズを使った環境
浄化の研究や、他機関と共同で固定化光合成細菌を用いて
アマモ場の再生のための試験を行っています。

5	 糸状菌の同定技術法を広めるためワークショップを開催し
ています。

6	 玉川学園と（K-12）と協力して小中学生に微生物に興味を
持ってもらうサマースクールを開催し、人材育成を行って
います。

左上〈Pochonia suchlasporia〉 岡山大学との共同研究で特許を取得した昆虫の脱皮に
関わる酵素の阻害剤生産菌。この菌株は玉川学園内の土壌から分離されたが、昆虫病
原菌として知られている。右上〈Hypomyces pseudocorticiicola〉新種記載した糸状菌。新
規抗カビ抗生物質を生産する。左下〈Fusarium incarnatum〉 C 型肝炎ウイルスの阻害
剤の生産菌。菌株は鎌倉七里ヶ浜の土壌から分離された。右下〈コガネヤマドリ (Boletus 

aurantiosplendens )〉 日本各地に分布。周囲の樹木と菌根を形成して共生しており、森林の
生態系の維持に役立っている。

株式会社ハイファジェネシス
株式会社ハイファジェネシス（HGI）は、玉川大学発・初のベンチャー
企業として、2005 年 8 月に設立されました。1）ゲノム科学に代表
される生物学の世紀のバイオ産業、2）生物多様性条約とわが国の
生物資源に関する施策と科学教育、3）微生物科学基礎分野の教育
研究の重要性、の３つのキーワードのもと、リード・シード探索、研
究用ライブラリーの提供および受託研究等を展開しています。

アジア留学生を対象とした国際菌学ワークショップ 小学生を対象とした微生物観察のサマースクール

菌 学 応 用 研 究 セ ン タ ー
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学術研究所

 研究センターについて
本研究センターは、人文科学の総合的な共同研究の進展、
発展を目指して、2003 年度より活動を開始しました。特に、
哲学思想、文学・芸術、歴史・文化を中心とした幅広い人文
系学問領域を包摂しうる研究を進めています。2003 年より3 
年間の学際的研究の全体テーマを「他者」とし、各部門にお
いてこの主題に沿った研究活動を遂行してきました。その研究
成果は、2006 年度玉川大学出版部より『他者のロゴスとパト
ス』として公刊しました。また、2010 年度には年報『フマニタス』
を創刊し、現在まで毎年発刊しつづけ、所員の研究成果を発
表しています。

 おもな研究内容
 ・ 「他者」に関する学際的研究
 ・人文科学における個別性と普遍性
 ・人文科学研究の現在
 ・人文科学研究の未来
 ・人間性の再検討
 ・現代社会における人文科学研究の意義
 ・現代における生と死
 ・大学教育における人文科学の意義
 ・人文科学の現代的意義
 ・人文科学基礎研究の意義

 研究概要
本研究センターは、下記の3 部門からなり、それぞれの部
門での研究活動、ならびに全体の研究会、また公開の講演会
やシンポジウムなどを定期的に行っています。

1. 哲学思想研究部門
現実世界における諸存在および諸事象の原理および構造に

関して、また、人間世界およびそこでの価値や意味に関する哲
学的な研究とともに、諸哲学思想および研究自体についての理
論的検証を行っています。たとえば、存在論の問題、認識論
の問題、宗教の問題、道徳・倫理の問題などがあります。

2. 文学・芸術研究部門
人間・社会探究としての側面を持つ文学に関して、複数の地

域文化との交流も視座としながら領域横断的に研究しています。
また、演劇や舞踊、音楽、美術、デザインなどといった芸

術的手段による人間の創造的活動について、理論的・実証的
な研究を展開しています。

3. 歴史文化研究部門
西洋文化及び日本文化の生成、発展、成立あるいは没落といっ

た過程としての文化史の原理及び意味構造についての歴史学的
研究を行なっています。
また、歴史や文化の中での人の心のあり方の探求など、心理

学の視点からの研究も行っています。

波多野精一像（大学 1 号館横）

2010 年度に創刊し、毎年刊行している年報『フマニタス』

プラトン全集、ステファヌス版
( プラトン研究のリファレンスとして使用）
※現在では稀覯本。本学図書館所蔵

波多野精一と玉川大学
小原國芳先生の京都大学時代の恩師である波多野精一先生は、玉
川大学の創立に大きく貢献されました。波多野先生は晩年、玉川学
園で生活されるとともに、大学でも学生たちを指導されました。波
多野先生の 630 冊の蔵書は玉川大学に寄贈され、波多野文庫とし
て現在でも閲覧することができます。

人 文 科 学 研 究 セ ン タ ー
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学術研究所

 研究センターについて
大学における学びは、時代や社会とともにこれまでも変化し
てきました。それでは、知識基盤社会とされる現代の大学は、
どのような学びを提供すべきなのでしょうか。また、大学に入る
手段が多様化し大学へと進学しやすい時代に学ぶ学生は、どの
ような目的をもって大学へと来るのでしょうか。そして、大学で
学んだ学生は、将来社会に出た時に、どのように大学での学び
を活用するのでしょうか。
これらの疑問は、これまでも多くの大学関係者を悩ませ、
そして、これからも悩ませ続けるでしょう。そこで、本センター
では、主に以下の観点にもとづき、就学前、初等、中等教育の
次に位置付けられる高等教育の在り方についてさまざまな視点
に立って考えることを、その設立の趣旨に据えています。

 研究概要
学生の学修やその支援
現在日本の学生の学修は、例えば、他国に比べるとどのよう
に映るでしょうか。知識へのアクセスが容易な時代において、大学
で学ぶ者にまず求められるものは、断片的で表層的な知識の多
寡や学力（とりわけ偏差値）の高低ではなく、むしろ、知識を
活用する柔軟かつ独創的で豊かな思考力や想像力ではないで
しょうか。その根幹にある学修に目を向けることで、現在の日本
の学生たちが抱える課題が浮き彫りになると考えられます。
また、大学としてその学修を支援する姿も自ずと見えてくると
思います。特に、多様な学修履歴を持つ入学者の増加に伴い、
学生一人一人に合わせたきめ細やかな学修支援のニーズが高
まっています。

教員および職員のあり方
大学の教員のあり方もまた、今後劇的な変化にさられるこ
とが予想されます。そこで、大学の教員に求められる資質能
力、教育と研究のバランスの図り方、自己研鑽や研修（Faculty 
Development）の在り方を検討する必要があります。同時に、
組織の管理・運営に携わる職員が、その本務の遂行に必要な
知識・技能、資質能力を養うことも求められて来ます。職員を

対象とする研修（Staff Development）の在り方も、併せて検
討する必要があるでしょう。

大学卒業後の学び
大学での学修を経た者たちは、大学で得た知識や経験を社

会でどのように活用するのでしょうか。生涯学習という言葉が広
く認知されるにつれて、生涯を通して学び続ける原動力への関
心も高まっています。高等教育段階における学びが、その後の
人生における学びに与える影響は非常に大きいものと考えられ
ます。大学での充実した学修経験は、学びに対する成功体験と
して、生涯にわたり新たな学びへの活力となることでしょう。常
に学び続けて新しい社会変革に適応する適者生存の原理は、
とりわけこれからの時代には強く求められると考えられます。

大学スポーツおよび体力づくり
大学生活や大学卒業後の学びを充実したものにするために

は、スポーツ活動をとおして、健康や体力を作り上げていくこと
が大切です。また、スポーツ活動は、人間性の向上をはじめと
する全人教育の実現に重要な意義を有するものであることは言
うまでもありません。このような観点から、大学におけるスポー
ツ活動や健康・体力づくりについて、学術的・科学的に研究を
進めます。

Institutional Research
現在 700を超える大学があるなかで、玉川大学が今後も玉

川大学として存続するためには、どこにその活路を見出せば良
いでしょうか。強みを見つけ、その分野で生存競争を勝ち抜い
て行くための方策は、やはり、自大学を客観視することから始
まります。自大学を客観的に知るためには、他大学との比較検
証が有効な手段として挙げられます。
今まで学内にただ蓄積されるだけであった膨大なデータを

有効に活用することは、教育の改善・向上、研究のより一層の
促進と発展、あるいは、組織のより良い管理・運営に繋がると
期待できます。大学という機関の研究を意味する大学 IRは、
今後生き残りを賭けて挑戦する大学にとって大きな示唆を与え
てくれるでしょう。

 おもな研究内容
 ・学生の学修やその支援に関する研究
 ・教員および職員のあり方に関する研究
 ・大学卒業後の学びに関する研究
 ・大学スポーツおよび体力づくりに関する研究
 ・Institutional Research（IR）に関する研究

アクティブ・ラーニングを推進する大学教育棟 2014

高 等 教 育 開 発 セ ン タ ー
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学術研究所

 �LED を活用した野菜生産研究と、子どもたちの体験学習
生物機能開発研究センターでは、環境制御技術や分子生理学的手法を活用し、機能性を備えた動植物の開発に向けた基礎研
究を進めています。とくに、LEDを光源とした実用的な野菜生産システムの構築に力を入れており、付加価値が高く、安全・安心
で、事業性にも優れた生産モデルの確立を目指しています。こうした研究活動と並行して、学内外の小学生を対象としたサマースクー
ルなど、体験型の学習プログラムにも取り組んでいます。異なる光質環境で育てたリーフレタスを観察し、色素計で測定し、さらに
試食することで、光が植物にもたらす違いを“自分の目と舌 ” で確かめる授業は、毎回子どもたちに大きな発見をもたらしています。
「LEDを使えば、自分好みの野菜がつくれるかもしれないね」 そんな声があがるたびに、子どもたちの好奇心がどんどん広がって
いきます。研究の現場が、そのまま子どもたちの学びの場にもなっています。

 �授業でのミツバチ学習・メディアでのハチ類研究の紹介
ミツバチ科学研究センターでは、ミツバチやその他のハチ類に関する基礎・応用研究を行っています。例えば、基礎研究では、

「ミツバチのような昆虫の社会がどのようにして生まれたのか？」という問いに対して、社会行動を行う脳のメカニズムの解明やミツバチ
よりも原始的な社会を持つハチ類との比較により、社会性の起源を追究しています。また応用研究では、「地球温暖化で生じる不安
定な気候のもとで、いかにしてミツバチの健康を維持するか」という問題解決に向けて、様々な養蜂技術の開発・改良を行っています。
また、施設農業で授粉をさせるミツバチやマルハナバチの繁殖技術・育種技術の改良や新たな授粉昆虫の開拓も行っています。この
ような基礎・応用研究と並行して、高校生のスーパーサイエンスハイスクール（SSH）での養蜂実習や生物学実習、幼稚園児や小学
生児童を対象にしたサマースクールでのミツバチ巣の観察や採蜜体験などのアウトリーチ活動も行っています。また、テレビや新聞な
どの一般メディアを通して、ミツバチの生態、ハチ類による農業や環境保全への貢献などについて、広く紹介しています。

玉川学園幼稚部５歳児合宿の様子 セイヨウミツバチの女王蜂（中央）と働き蜂たち

主 要 実 績

サマースクール ニチニチソウ
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BRAIN SCIENCE INSTITUTE

脳 科 学 研 究 所
所長　松元 健二

　「全人教育」の産みの親である小原國芳氏が創立

した本学園は「教育の玉川」とよく言われますが、

誤解を恐れずに言えば、教育とは脳を育むことであり、

脳科学は脳の予測と制御を可能にします。脳は単に考

える器官ではなく、身体を介して外界や他者へと働き

かけ、学び、価値ある世界と自己を創造します。こうし

た「世界」と「自己」の創造は、玉川学園の理念である「全

人教育」の柱の一つ、「労作教育」と軌を一にします。

このことは、玉川大学に脳科学研究所が設立された

所以ともいえるでしょう。

　脳科学研究所はこれまで、21世紀COEプログラム

「全人的人間科学プログラム」、グローバルCOEプログ

ラム「社会に生きる心の創生―知情意の科学の再構築」

と、我が国からの多大な支援も受けながら大きく発展し

てきました。改めてこれらのプログラムの名称を見直す

と、玉川大学脳科学研究所が価値ある世界と自己の

創造を目指してきたことは明らかであると私は思います。

　そして現在、玉川大学脳科学研究所が中心となって

ムーンショット目標９プロジェクト「脳指標の個人間比

較に基づく福祉と主体性の最大化」にも取り組んでい

ます。一人ひとりの「喜び」と「志」を個人間比較する

ことが可能な脳指標を開発・活用することで、社会

における福祉と主体性を最大化するような政策を評価、

選択できる技術や制度を創りあげることを目指していま

す。この取り組みの一貫として、教育現場における「喜び」

と「志」を高めていく実証実験も進めています。

　社会が一気に変化する今こそ、「全人教育」「労作

教育」の新たなあり方を科学的に基礎づけ、確かな

教育実践を支える役割を、脳科学研究所は担うべきと

きが到来したと感じています。

脳
科
学
は
、

価
値
あ
る「
世
界
」と「
自
己
」を
創
造
す
る

「
全
人
教
育
」の
新
た
な
基
礎
を
築
く
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 研究センターについて
私たちが学校で学び、職場で働くとき、私たちの脳は、外部
から必要な情報を取り込んで、過去の経験と照らし合わせ、や
る気を出し、最良の判断を下して、実際に行動に移します。本
研究センターでは、感覚・運動だけでなく、記憶・学習・動機
づけ・意欲・推論・思考などの認知の働きを担っている神経回
路の仕組みを解明することを目指しています。人間と動物（げっ
歯類、霊長類、ミツバチなど）を研究対象とする4つの研究
部門が連携し、最先端技術を活かした実験と高度な理論的予
測・検証を駆使して、細胞から個体行動にわたる多階層的な
脳科学研究を推進しています。特に、私たちが生きるうえで大
切な意思決定や視覚感覚・運動生成の分野で、第一線の専門
家が多数参集する研究拠点として国際的にも注目を浴びていま
す。脳の基本原理を科学的見地から正しく理解することにより、
将来の豊かな人間社会の構築に貢献することが、私たち脳シ
ステム研究者の願いです。

 おもな研究内容
 ・運動制御の中枢神経メカニズム
 ・身体認識の脳内処理機構
 ・摂食運動の神経活動デコーディング
 ・大脳皮質・海馬における記憶・学習システム
 ・価値に基づく意思決定の神経回路基盤
 ・学習と意思決定の理論モデル
 ・意欲・動機づけ・学習性無力感などの仕組み
 ・推論・思考などの高次脳機能の神経科学的理解
 ・昆虫にみられる社会行動や学習の機構

 研究概要
神経回路機能研究部門
動物は、周囲を的確に認識し、状況に応じた行動をとります。

脳は、このような入出力変換を自らの状態によって変化させる
複雑なシステムです。本部門では、ネズミやサルにも現れる認
知、学習、意思決定、行動制御などを手掛かりに、様々な手
法で神経信号や動物行動を記録し、緻密に分析することで、
脳システムの動作原理を解明することを目指しています。

認知神経科学研究部門
ヒトの知覚、認知、思考、意思決定、記憶・学習、動機付

けなどの脳の機能の理解を目指し、MRIなどの画像的手法や
脳波などの電気生理学的な手法を使って脳を解剖的・機能的
に計測しています。これらの研究を通じて、人間らしさを司る
脳の働きの解明に挑んでいます。

神経計算論研究部門
脳の基本原理に迫るためには、脳の活動を観察・操作する

だけでなく、確たる理論に裏打ちされることが重要です。特に、
意思決定の仕組みについてシミュレーションや理論モデル化の
手法を使って、観察事実を理論的に検証し、次の実験の仮説
と計画に役立てる「実験と理論の融合」を具現化しています。

社会性神経生物学研究部門
人間の社会の仕組みは、人間以外の生物の巧妙な社会の仕

組みと対比してみるとよく理解できます。そこで、学術研究所
ミツバチ科学研究センターと連携して、社会性昆虫の社会行動
や学習に神経系の遺伝子制御がどの様に関与しているのかを
追求する研究などを進めています。

脳をシステムとして理解するために、理論と実験の両面から研究しています。
意思決定の理論モデル（左上）、多点電極による神経細胞活動（右上）、
運動中の皮質脳波と記録装置（左下）、MRI 脳画像（右下）

脳を刺激する２大イベント
毎年、脳科学研究所では、脳科学トレーニングコースと脳科学ワーク
ショップという２つのイベントを開催しています。脳科学トレーニング
コースは社会貢献活動の一環として、脳科学を志す全国の学部学生、
大学院生、若手研究員に、脳科学の研究手法の基礎と応用を実習で
学んでもらうために実施しています。毎回多数の応募があり、受講生
から大変な好評を博しています。一方、脳科学ワークショップは、当
研究所に所属するすべての教員、ポスドク研究員、大学院生たちが合
宿形式で参加し、各自の研究の過去・現在・未来に関して発表して、
徹底的にディスカッションし合う相互研鑽の場です。学問とは何か、
深く考えて将来に活かす絶好の機会となっています。

脳 シ ス テ ム 研 究 セ ン タ ー
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 研究センターについて
今後さらに複雑になることが想定される社会の中で、人間が

お互いを分かち合い、幸せに暮らすためには、社会の中における
人間らしさというものを新たな視点で探究し、人間の本質を理解
することが重要なのではないだろうか。私たちは、「ヒトが集団と
いう社会の中での経験から価値観をどのように形成し、社会環
境変化にどのように適応させるのか？」という、ヒトと社会の相互
作用の中で生み出される社会的こころの働きをシステムとして理
解することが必要であると考えています。これまでの社会的ここ
ろに関する研究では、「社会」という環境中心に研究を行う人文・
社会科学的研究と、ヒトの認知機能を中心に研究を行ってきた
脳科学、生理学的研究にはギャップがあり、ヒトと社会の相互作
用を考慮した社会的こころの研究は十分に行われていませんでし
た。脳・心・社会融合研究センターでは、この問いに応えるため、
共感、信頼、協力、互恵、公正などの人間の向社会性、言語や
コミュニケーションなどの社会性の発達、脳科学と哲学からみた
人間の心とは、という学際的なテーマを設定し、脳科学研究所
の他の２センターとも連携しそれを様々なアプローチで解いていく
ことで、人間の本質の理解を目指します。

 研究概要
社会行動研究部門
人間が社会的動物である由縁は、その向社会性にあると考
えます。共感、信頼、協力、互恵、公正などの人間の向社会
性は、どのような心理特性から構成されているのか、それを実
現する神経メカニズムは何かについて、社会科学実験と脳機
能イメージング、遺伝子解析を使って明らかにしていきます。さ
らに、経済学・法学といった社会科学と密接に連携することに
より、科学的人間理解に基づく社会制度の設計にも貢献してい
きたいと考えています。

 おもな研究内容
 ・�社会性を司る脳メカニズムの解明
 ・� 向社会性の発達と脳機能・脳構造についての研究
 ・� 乳幼児の音声知覚認知および言語の発達に関する研究
 ・� 保育の場での子どもと大人の社会的関わりに関する研究
 ・� 乳児の睡眠と発達機序に関する研究
 ・� 脳科学の中高生への教育活用に関する研究
 ・�脳科学 ELSI(Ethical, Legal and Social Issues) に関する
研究

心の発達研究部門
玉川大学脳科学研究所には、約1,000 名の赤ちゃん被験

者プールをもつ赤ちゃんラボがあり、乳児から幼児までさまざ
まな調査を行っています。特に、言語発達の基盤に認知機能
の発達があるという視点で、実験心理学・比較認知科学・神
経科学的手法により、両者の関係を明らかにする研究は、玉
川大学脳科学研究所の特徴であり、世界的評価を受けていま
す。また、大学や併設校の教員とのコミュニケーションをとおし
て、研究成果の教育への還元も図っていきます。

心の哲学研究部門
哲学は、その長い歴史をとおして、人間の心と行動について

の深い洞察を提供して来ました。玉川大学脳科学研究所は、
哲学者と脳科学者が対話を行う場を設けることによって、哲学
的洞察に裏づけられた道徳観・倫理観・生命観に自然科学の
メスを入れる努力を続けてきました。その成果は、『脳科学と
哲学の出会い』『精神医学と哲学の出会い』（ともに玉川大学
出版部）といった書籍の出版として結実しています。また、最
新の脳科学研究を、専門家でない一般の人たちにどう伝える
かの研究も、哲学者と脳科学者が共同で行っています。

 脳・心・社 会 融 合 研 究 セ ン タ ー 　

ヒトを対象とした実験室を集約した新棟 Human Brain Science Hall（HBSH）

『脳科学と哲学の出会い―脳・生命・心―』
玉川大学出版部 2008 年 4 月刊行

『精神医学と哲学の出会い
―脳と心の精神病理―』
玉川大学出版部 2013 年 4 月刊行
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 研究センターについて
本センターの基盤的なアプローチの一つは「構成論的研究」
であり、これは人間の脳機能をモデル化してロボットに実装し、
その行動を分析することでモデルの妥当性を検証しようとする
ものです。加えて、本センターでは人間の認知や心理のメカニ
ズムに関する「現象論的研究」も行っており、これらを通じて
人間とロボットの相互作用の本質に迫り、日常生活を支援でき
るロボット知能の在り方を探求するため、脳科学・ロボティクス・
人工知能・バーチャルリアリティなどを融合した最先端の研究
に取り組んでいます。
そもそも、あらゆる技術は人類の想像力、夢、希望から生ま
れてきました。かつてはフィクションであったロボットも、今や
急速に進化し、社会の生産性向上や経済発展に大きく貢献し
ています。近年では、ChatGPTのような生成 AIの登場によっ
て、技術と社会の関係が大きく変わりつつあります。AI が人間
の創造物でありながら、知能の面で人間を超え、主従関係が
逆転するのではないかという漠然とした不安も生まれています。
このような状況を踏まえ、AIBot 研究センターは、人間と
AI・ロボットが調和して共生できる未来社会の実現を目指して
います。多様な価値観が尊重され、人々が身体的・心理的に
豊かに生きられるような「人間中心の社会的知能」の構築を目
指し、私たちはこれからも学際的な視点から技術の在り方を問
い続けていきます。

 おもな研究内容
 ・記号創発ロボティクスによる人間機械コラボレーション
 ・VRを活用したポジティブな主観を生みだす脳内メカニズムの理解
 ・AI・ロボティクスに関連するビジネスモデルの研究
 ・STEM からSTREAM へ、STEM 教育の理論的実践的基盤の解明

 研究概要
ロボティクス研究部門
本部門では、人間と機械が意味理解を伴ったコミュニケーショ

ンに基づいて日常的なタスクを協調しながら達成する、人間機械
コラボレーションを実現するための基盤技術を確立することを目
指します。そのためには、機械が言葉など記号の真の意味を獲得
する必要があります。私達は、実世界での意味理解を扱う「記号
創発ロボティクス」のアプローチを、コミュニケーションやビッグデー
タ利用へ拡張し、これを実現したいと考えています。成果の検証
のため出場しているロボカップ@ ホーム競技では、2008 年、
2010 年、2021年と3 度の世界チャンピオンに輝き、2016 年
の世界大会ではイノベーションアワード、2023 年の大会では
Smoothest、Safest Navigation Award、2024 年の大会で
は Soul of the Party Awardを受賞しました。

人工脳機能研究部門
介護施設などで運動能力に問題を抱える人々のウェルビーイ

ングの状態を向上させるための方法論として、VR 技術を用い
た仮想体験に着目し、運動の結果を拡張して呈示するポジティ
ブイリュージョンとロボットによる物理的支援を組み合わせ、「自
分ならできる」と将来の可能性に期待できる「自己効力感」を
向上させるシステムの構成法を明らかにします。
さらに、ユーザの主体的な行動を妨げないような「アシストし

過ぎないアシスト」のサジ加減を実現する方法論を、脳活動イメー
ジングなどの脳科学の手法を活用しながら明らかにしていきます。

AI ビジネス開発部門
本研究では、AI やドローン、画像解析技術、VRロボティク

スなどのテクノロジーを活用した新規ビジネスモデル策定に関
する研究を行い、事業化における諸問題に対する解決策等を
明らかにします。

数理・データサイエンス・AI 研究部門
現代社会における課題解決を目指し、異分野を融合してイノ

ベーションを創出できる人材を育成するための基盤教育の一環
として、玉川大学「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」
を体系化し、他学部や他大学、企業、海外の研究機関などと
も連携を深めながら取り組みを進めています。さらに、人と
コンピュータの関わりを探求し、AI 技術やXR 技術を福祉や
教育に活用することで、人間の特性を調べ、新たなヒューマン
インタフェースの研究開発を行っています。

World Robot Summit
2015 年に策定された「ロボット新戦略」に基づき、日本政府主催
で 2021 年夏に World Robot Summit（ロボット国際大会）を開
催しました。玉川大学・玉川学園はこれまでのロボット競技会へ
の積極的な参加と優秀な成績を評価され、World Robot Summit 
の活動拠点として選ばれました。2022 年夏に向けて各種のワーク
ショップや競技会を開催し、玉川大学・玉川学園をロボット競技会の
発信地として活動を行いました。2025 年夏には大阪万博において
開催される、コンビニエンスストアで業務を行うロボットを対象とし
た競技会に出場しました。

先端知能・ロボット研究センター（AIBot 研究センター）

日常生活支援ロボットによる片付け行動（上）、ロボカップでの競技の様子（左下）、
VR によるポジティブイリュージョンシステム（右下）
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乳幼児計測コースの心拍計測技法の実習 (2023)

毎年６月頃、玉川大学脳科学研究所では、脳科学を志す全
国の学部学生、大学院生、若手研究員を対象に、研究手法の
基礎と応用を実習で学ぶ脳科学トレーニングコースを開催して
います。このトレーニングコースは、2011年、脳科学研究所
の学術普及活動の一環として、「ラットの先進的マルチニューロ
ン記録と解析法」コース、「霊長類のトレーニングと単一神経
活動記録」コース、「ヒトの fMRI 基礎実習」コース、「乳幼児
の脳波計測と行動計測」コースの構成で始まりました。2014 
年に「社会科学実験入門」コースが、2024 年には「VRを活用
したロボット実験実習」コースが加わり、脳科学分野の研究
手法の基礎と応用を幅広くカバーする充実した実習内容となっ
ています。例えば、ヒトの fMRI 実習コースでは、受講生は情
動や社会脳科学のテーマでのヒトの行動課題の作成法を学び、
お互いに被験者となってfMRI 装置を使った脳測定実験および
データ解析を行います。例年、計二十数名の受講定員に対して
全国の国公立大学、私立大学、国立研究機関の大学院生と研
究員を中心に百名を超える応募があり、書類選考で選ばれた
熱心で優秀な受講生たちが 3 日間の実習コースに参加します。

各実習コースに加えて、トレーニングコース名物の「Jam 
Session ～分野を越えて思考の調和を奏でよう～」が催されま
す。Jam Session とはジャズ音楽の演奏者が集まって即興演
奏を行う集まりのことで、異なる手法で脳科学に取り組む受講
生たちが、受講コース間の垣根を越えて、与えられたテーマを
巡って熱く議論を交わすグループ・ディスカッションを楽しみま
す。また、著名な研究者を招いたランチョンセミナーや解析ソ
フトウェアの講習会を設ける年もあります。こうして脳科学の研
究手技だけではなく学際的な考え方も学べるようにプログラム
を組んでおり、受講をきっかけに受講生同士や脳科学研究所
の教員、研究員、大学院生たちとの学術交流の輪が広がって
いきます。
2020 年から2021年は新型コロナウィルスの影響により、

中止とオンラインでの開催でしたが 2022 年からオンサイトで
の実習を再開しました。玉川大学脳科学トレーニングコースの
受講生の皆さんが、将来の脳科学の担い手となって国内外で
活躍していただけることを心から期待しています。

fMRI 撮像のためのシミュレーター（2022） Jam Session での発表風景 (2023) 懇親会 (2016)

社会実験コースの唾液から遺伝子抽出技法実習
（2023)

社会科学実験手法コース (2022)

げっ歯類を用いた脳システム研究法コース (2022) 霊長類の行動・神経科学実習コース (2023) ヒトの fMRI 基礎実習コース (2022)

玉 川 大 学 脳 科 学 ト レ ー ニ ン グ コ ー ス
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TRCP(Tamagawa Robot Challenge Project) は、玉川大学
が開発しているロボット技術を教育現場で活かし、学生・生徒の
理数系教科への興味を活性化すると同時に高い教育効果を実現
する方法を開拓することを目指し、玉川大学／玉川学園における
ロボット関連の活動と教育の活性化を目指す研究開発プロジェク
トです。2011年から５年の期間で行われてきた第一期計画およ
び第二期計画（2016 年～2021年）に引き続き、さらなる発展
のために現在も活動を続けています。
このプロジェクトのテーマは大きく二つあり、一つは『ロボット

競技会への出場支援による活発な学生活動の実現』、もう一つ
のテーマはその先にある『ロボットを題材とした理数系学習教材
の開発』です。後者は、大学の研究開発資産を小中高の教育に
活かすという意味で、より重要なプロジェクトの目標となり、玉川
学園では、低学年・中学年・高学年でのロボット制作の演習や、
サイエンス部とロボット部の活動を支援し、玉川大学と大学院で
は、工学部でのロボット技術の教育と研究を進め、その成果は
学会発表や外部資金獲得に繋がっています。　

 ロボット競技会
2024 年度からは、これまでの実績を活かし、研究を更に
発展させるため、ロボカップ世界大会への出場を目指すととも
に、（1）工学部をフィールドとしたロボット技術教育法の開発と
体系化に基づく、入門から競技会までの各種教材ロボットの開
発、（2）RoboCup@Home 部門、日本大会および世界大会
への参加、（3）デジタルツインとVR技術の融合による人間 –ロ
ボット協調系のシミュレータ開発（4）RoboCup@Home 部門、
世界大会用ヒューマノイドロボットの開発を行いました。これら
の取り組みを統合し、日常生活空間で人間と同様の自然な行
動を実現するロボットシステムを開発しています。
ロボットは子どもたちの興味や、さらに先へと学ぼうという
意欲を引き出す、強力な教材となる可能性を秘めています。玉
川大学には、世界的な競技会で優勝するレベルの高いロボット
技術と経験があります。そこで TRCP では、玉川大学と玉川
学園が協力してロボット活動の交流の場を作り、脳科学研究所
や大学（工学部）の研究者から学園の教員や生徒にロボットに
関する研究開発の知見・技術を提供するとともに、生徒たちへ
の指導の経験を蓄積してきました。それを活かして、『ロボッ卜
競技会への出場による活発な学生活動の実現』『ロボットを題
材とした理科学習教材の開発』というテーマのもと、子どもた
ちのチャレンジ精神を引き出す教育の場を作ろうとしています。
　

2009 年と 2010 年度に小原國芳教育学術奨励基金に
よる活動として始まった玉川ロボットチャレンジプロジェクト
(TRCP)はその後、15年の年月を経て全学的なロボットプロジェ
クトに発展しました。その間、ロボカップ世界大会での三度の
優勝など大きな成果を挙げ続けています。TRCP には工学部
および工学研究科だけでなく、脳科学研究所が深く関与してお
り、結果として大学という枠にも囚われない幅広い活動が行わ
れてきました。成果をみると、ロボットに親しんでいた工学部に
ついてはより深いロボット利用の技術教育の進展がみられ、さ
らにそれ以外の教育学部や学園の低学年・中学年・高学年で
それぞれ新しい展開の萌芽がみられました。
そしてなにより、これらの活動が相互に連携して玉川大学 /

学園全体の STEM 教育にロボットを取り入れていこうという機
運ができたことがうれしい展開です。

玉 川ロボットチャレンジプロジェクト

ロボカップアジアパシフィック大会参加者全員での記念写真

WRS Future Convenience Store Challenge （コンビニ業務を行うロボット
競技会）の様子
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量 子 情 報 科 学 研 究 所
　所長　二見 史生

　玉川大学量子情報科学研究所は、2011年 4月に

玉川大学学術研究所に設置されていた量子情報科

学研究センターを発展的に拡充して設立されました。

量子情報科学研究センターは、1990 年に量子情報

通信分野の主要な国際会議である量子通信国際会

議を創設し、20 年にわたり運営を担った後、2010

年に国際運営委員会へと運営を委譲しました。その

間、量子情報科学の基礎研究は急速に進展し、多く

の革新的な量子技術が創出されてきました。現在で

は、量子技術の研究開発が世界的に活発化しており、

コンピュータ、通信、暗号、センサーなどの分野にお

いて、大きな技術革新が期待されています。

　量子技術を活用した量子暗号通信は、従来方式に

比べ理論的に極めて高い安全性を有する暗号通信を

実現可能とし、安心・安全な情報通信ネットワークの

構築に貢献するものと期待されています。本研究所

では、大容量・長距離通信に適用可能な量子暗号

技術の理論構築と、その高い安全性および通信性能

の実験的検証を行ってきました。さらに、量子通信

理論や量子符号理論に加え、量子力学の原理に基づ

く量子乱数発生技術の研究にも取り組み、その社会

実装を目指した応用研究を推進しています。今後も、

世界最先端の量子情報科学に関する基礎研究を深

化させるとともに、量子暗号通信技術や量子乱数発

生技術をはじめとする応用研究を通じ、社会実装に

向けた研究活動を継続してまいります。

量
子
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 研究センターについて
量子情報理論は、私たちの研究センターの中心的なテーマ
です。量子情報理論が果たすべき役割は、古典的な情報理論
では得られない情報通信技術（ICT）の将来展望を提供する
ことです。そのために、情報理論的な視点と量子論的な視点
を融合させ、新しい ICTを創造していきます。特に、量子通信、
量子暗号、量子センシング，量子コンピュータの原理と性能限
界を明らかにし、実用的な応用方法を確立することが重要であ
ると考えています。さらに、量子情報科学とその周辺に横たわ
る基本的な問題にも取り組んでいます。

 研究概要
１．量子ガウス通信路でも情報伝送に関する基礎研究
宇宙光通信分野の目覚ましい発展のなか、ガウス通信路に
対する情報理論の成果が実利用される局面にあります。そこで
の最終的な通信方式を理論的にサポートするために、これまで
本学で開発してきた量子ガウス通信路の理論に基づいて、波
形伝送方式の設計法の研究をさらに進め、宇宙光通信におい
て量子効果を利用することの技術的な利点の発見を目指すとと
もに、その達成法を解明していきます。

２．量子誤り訂正と情報セキュリティのための符号理論の研究
量子計算においてデコヒーレンス等の量子雑音に抗する技術
として、また情報を盗聴者から秘匿するための技術として高性
能な代数的誤り訂正符号が求められています。これらの符号
の構成法の考案や基礎理論の構築を目指しています。
量子誤り訂正および量子暗号に有用な誤り訂正符号の研究
が盛んに進められていますが、本質的に、これらの符号は通
常の線形符号の一般化である剰余符号 (quotient codes)とみ
なすことができます。これまでに古典および、量子盗聴通信路
に有効な一般的な剰余符号の構成方法（従来から知られる連
接法の一般化）を考案しています。特に、情報理論的に定式
化された盗聴下通信の問題への適用において提案符号の漸近

 おもな研究内容
 ・量子ガウス通信路に関する基礎研究
 ・量子誤り訂正と情報セキュリティのための符号理論
 ・量子論の操作的・確率的な性質に関する基礎研究
 ・光通信量子暗号と量子レーダ

的最適性を示すことに成功しており、これは明示的に構成され
た世界初の最適符号です。この成果を機軸に、基礎・応用を
問わず多角的な発展を目指し研究を推進してゆきます。

３．量子論の操作的・確率的な性質に関する基礎研究
複雑な量子プロセスを考える際、数式の代わりに図式を用

いると厳密性を損なうことなくより素直に定式化できることがわ
かってきています。また、量子論の操作的・確率的な性質をよ
り一般的な理論である操作的確率論の視点から眺めると、直観
的に理解できることが多 あ々ります。そこで、図式や操作的確率
論が持つ性質そのものを解明するとともに、これらを積極的に
用いて量子論の数学的構造や性質を説明するための新たな手法
を考案しています。さらに応用として、いくつかの量子技術の限
界性能を解明するための最適化理論を構築しています。

４．量子検出理論とその応用：光通信量子暗号と量子レーダ
量子検出理論は、光信号の最適な検出方法を様々な条件下で
探索するための基礎となる理論です。信号検出時の誤り確率を最
小化する量子受信機の数学的構造を解明することは、量子通信へ
の扉を開くだけでなく、量子暗号の安全性解析や量子レーダの設
計理論につながると期待される。研究対象は、光ファイバ通信シス
テム、自由空間通信やセンシングシステムなどです。数理解析を通
じて、量子検出理論の基礎的な部分を解明し、量子ストリーム暗
号や量子レーダなど、幅広い応用を目指します。

Y-00 光通信量子暗号の特徴 海外研究機関における講演の様子

量 子 情 報 数 理 研 究 セ ン タ ー

Future Sci Tech Lab（FST棟）
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 研究センターについて
本研究センターは大容量光通信や超高速計算機に代表され
る最先端の情報技術を超える画期的な技術の実現を目指し、
量子情報理論から導き出される新原理や新手法の実験検証を 
実施し、産業界や現実社会に有益な技術に発展させることを目
的としています。今日のネットでは、個人情報や機密情報が光
通信回線を介してやりとりされています。そのため、通信情報
の漏洩を防ぐために、光通信回線にも安全性の高い暗号を導
入することが求められています。本研究センターは、現代の暗
号の安全性を飛躍的に高めるために、量子力学に基づく物理
効果を利用する新たな方式を考案し、その基礎・応用研究を
実施しています。また、量子現象を利用して予測不可能な乱数
を発生する研究開発や、レーダーの感度を飛躍的に高めるた
めに巨視的量子効果を利用する基礎研究を実施しています。

 おもな研究内容
 ・Y-00 暗号の実用化に向けた研究開発
 ・Y-00 暗号の高性能化・安全性強化に向けた研究
 ・量子乱数発生器の高速化・高機能化に向けた研究
 ・量子レーダーの基礎研究

 研究概要
１．Y-00 光通信量子暗号
	 　光通信回線は現代のネットを支える重要なインフラの一つ
であり、個人情報や機密情報の漏洩を防ぐ暗号化技術の
導入が求められています。Y-00 暗号は、量子力学に基づく
物理的効果を用いることで従来の暗号を大きく上回る高い
安全性を実現する暗号化技術です。本研究センターでは、
光通信ネットワークに接続可能な強度変調方式のY-00 暗
号トランシーバのプロトタイプを開発し、実敷設光ファイバを
使った実証実験などを通じて実用化に向けた技術の普及を
行っています。また、コヒーレント通信システムに代表される
近年の光通信システムの進化に対応すべく、高速・大容量
化に向けた研究を進めています。さらに、信号ランダム化技
術の導入による安全性の向上や受信感度差を用いた究極的
な安全性の実現に向けた実験検討を実施しています。

２．量子乱数発生
	 　予測不可能な乱数の生成は、暗号実装における重要な
要素技術の一つであり、Y-00 暗号の安全性を向上するた
めにも必要です。本研究センターは、真空場のゆらぎと呼
ばれる量子現象を測定・処理することで予測不可能な乱数
を高速に生成する量子乱数発生技術の研究に取り組んで
います。

３．量子レーダー
	 　近年、自動車の自動運転が注目され、その基盤技術であ
るレーダーの精度を極限まで高める技術が求められていま
す。本研究センターは、究極的な感度をもち霧などの悪天候
下でも動作することが期待される量子レーダーの実現に向け、
巨視的量子効果であるスクイズド光やエンタングルド・コヒー
レント状態を生成する技術の基礎研究を実施しています。

Y-00 暗号や量子乱数発生など最先端の量子技術の実証を進めている実験室

FST 棟 2F 展示室に設置されている Y-00 暗号トランシーバのライブデモの様子。
左画面の映像が暗号化されて光ファイバ回線を通り右画面にリアルタイムで表示
されている

Y-00 光通信量子暗号トランシーバと暗号化光波形

超 高 速 量 子 通 信 研 究 セ ン タ ー

世界最大級の光ファイバ通信に関する国際会議での講演の様子
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 光通信量子暗号の研究開発
光ファイバ通信は私たちの生活を支えるとても大切なインフラと

なっています。そこでは大量のデータを高速に、そして遠くへと
運んでくれます。近年は、安全性に対する期待も高まっています。
本学では長年、光の持つ量子力学的特性を活かしたデータ暗号
化技術を研究しています。
量子雑音によって安全にデータを送る光通信量子暗号の研究

を実験と理論の二つの面で推進しています。安全なデータ通信の
ための事前準備であるユーザ認証や秘密の鍵の共有の問題も視
野に入れた、より大きなスキームについても研究しています。

 量子乱数発生技術の研究開発
次を予測できない規則性のない数を乱数といい、暗号を実装

する際に重要な役割を果たします。真空場の揺らぎと呼ばれる
量子力学的な不確定性を測定し、そこから品質の良い乱数を生成
する量子乱数発生技術の研究に取り組んでいます。レーザー光
を分岐してもその量子力学的な性質が保たれることを利用して、
50ギガビット毎秒という極めて高速の乱数生成を実現しました。
プロトタイプ機を開発し、簡便に安定して予測不可能な乱数を発
生できるようになっています。
本成果は光通信分野の主要国際会議で発表しており、「Journal 

of Lightwave Technology」に掲載されました。

 変化が起きた瞬間を見極めるしくみを解明
環境が突然変化したときにそのタイミングを正確に知ることは、

さまざまな分野における重要な課題です。環境が突然変化する
時刻を量子力学的手法で高精度に特定することを目指した研究
です。ハミルトニアンが H1 からH2 に切り替わる時刻を識別し、
その正解率の限界性能を解析しています。そこでは量子力学的に
許されるあらゆる操作を行えると仮定しています。
変化点の候補数に依存することなく、厳密な限界値を導けた点

が大きな成果となっています。
本成果は米国物理学会発行「Physical Review Letters」に掲

載されました。

注 目 の 研 究 ト ピ ッ ク ス



研究推進事業部

Tamagawa University Office of Research Promotion

研究推進課では、学術研究所、脳科学研究所および量子
情報科学研究所の各センターの研究活動支援を行っています。
また、玉川大学の全学的な研究助成・研究補助事業に係る情
報収集および科学研究費補助金をはじめとする外部研究資金
（競争的資金・受託研究・共同研究等）、内部研究資金の申請・
管理、学内外の諸機関との連携等の業務を担っています。

 おもな業務
 ・�学術研究所、脳科学研究所、量子情報科学研究所の運営・支援
 ・�研究費の執行・管理
 ・�学際的共同研究助成金の募集、審査、交付決定
 ・�競争的研究費等の獲得支援、手続き
 ・�他機関との委託研究・受託研究・共同研究の手続き支援
 ・�研究者の採用・雇用の手続き支援
 ・�研究活動支援および研究者支援
 ・�研究に関する文部科学省等のガイドライン、指針、方針への対応
 ・�研究倫理・コンプライアンス研修および啓発活動
 ・�不正防止対策の策定と履行状況、監査対応
 ・�研究費配分機関・研究協力機関への対応
 ・�研究成果の活用・社会実装の促進
 ・�小原國芳教育学術奨励基金
 ・�玉川大学研究倫理委員会、玉川大学倫理審査委員会、玉川大学
動物実験委員会、玉川大学遺伝子組換え実験安全管理委員会

 ・�学内外の研究に係る調査等への対応

 取扱い学内助成金一覧
 ・学際的共同研究助成金
 ・小原國芳教育学術奨励基金
 ・科研費等再挑戦助成金
＜学際的共同研究助成金採択状況＞
【令和 7年度】
・�アクア・アグリステーションを核とした研究・教育・社会実装
と生殖関連因子の解析プラットフォームの構築
　−マアジ完全養殖に向けた飼育実験基盤の整備−（農学部）
・�南さつまキャンパスで収穫される柑橘果皮を用いた玉川オリ
ジナル食品の提案 （農学部）
・�乳児期の母子インタラクションと社会性発達を支える“脳－
身体 ”メカニズム

　（教育学部・リベラルアーツ学部・農学部・脳科学研究所）
・�学習指導要領に基づく音楽科教員養成のための授業デザ
インⅣ−創作指導に関わる指導法の開発− （芸術学部）
・�芸術プロジェクトを媒介にした教育効果に関する実践的研究
（令和 7年度学際的共同研究の継続研究）
　�－アートを基盤にした省察的な学びを促進するための学習体
系の構築－ （芸術学部・文学部）
・�ポピュラー音楽のピアノコード演奏のための身体反応指導法：
視線配分と演奏精度の比較評価 （リベラルアーツ学部・芸術
学部）
・�外部による観光投資がもたらす地域社会への影響
　�－ツーリズム・ジェントリフケーションの現状と課題－（観光
学部）
・��【特定課題研究1：日本統治下教育研究の進展に資する旧外
地教科書に関する研究】
　�玉川大学教育学物館所蔵外地教育史料に関する基盤的研究
（リベラルアーツ学部・教育学部・教育博物館）
・�【特定課題研究2：19世紀初頭からの欧米児童書コレクション
の活用に関する研究】
　�19 世紀初頭からの欧米児童書コレクションの活用に関する
研究 （教育学部・文学部）
・�【特定課題研究3：玉川学園の動植物の総合的調査研究】
　�玉川学園キャンパスにおける生物相と自然環境の評価、および
教育的利活用の探究（農学部・教育学部）

＜小原國芳教育学術奨励基金採択状況＞
【令和 7年度】
・�社会性カリバチ類の生態学的基盤研究と有用昆虫としての
可能性
・�サンゴ保全活動を高度化するための学習支援アプリと状態
記録環境構築に関する共同研究
・�ロボカップジャパンオープンにおけるサービスロボットの実証
実験
・�「小原國芳先生の生涯～香川県師範学校時代～」の動画
資料作成
・�シンガポール国立南洋理工大学（NTU）にて開催される
「NTU 先端研究体験」
　�および中高生の課題研究コンテストイベント“Global Link 
Singapore2026”　(GLS2026) への参加

＜不正防止啓発ポスター＞

研 究 推 進 課

＜競争的研究費の採択事例＞　
ムーンショット型研究開発事業

プロジェクト名
　「脳指標の個人間比較に基づく福祉と主体性の最大化」
プロジェクトマネージャー　脳科学研究所教授 松元健二
ムーンショット型研究開発事業は、困難だが実現すれば大きな 
インパクトが期待される社会課題等を対象として国が策定した

「人々を魅了する野心的な目標（ムーンショット目標）」の達成
に向けて研究開発を進めていくものです。
　「人々の幸福（Human Well-being）」の実現に向けた 10 の
ムーンショット目標のうちの目標 9「2050 年までにこころの安
らぎや活力を増大することで精神的に豊かで躍動的な社会を
実現」のプロジェクトマネージャーとして松元健二教授は採択
され、個人間で比較可能な「幸せ」の脳指標を開発し、その
社会における集約や平等性の実現を目指したプロジェクトを
統括しています。

【課題推進者】
玉川大学脳科学研究所：稲邑哲也 教授、田中康裕 教授、
小口峰樹 特任准教授
他研究機関：後藤玲子 教授（帝京大）、瀧川裕貴 准教授（東
京大）、Ralph Adolphs 教授（Caltech）、松元まどか 特定准
教授（京都大）、松森嘉織好 特任講師（一橋大）、山田洋 
准教授（筑波大）

研究費の不正使用、不正受給は不正を行った研究者個人が処分
を受けるだけでなく、共同研究者や研究チームに対して多大なる
損害を与え、さらに玉川大学の信頼をも失わせる背信行為です。

その用途、研究に直接関係していますか？ 
判断に迷ったら研究推進課に
事前にご相談ください。

担当部課

【不正防止計画推進部署】研究推進事業部  研究推進課

その研究費、正しく研究に使用していますか？

玉川大学はいかなる
不正も許しません

研究者本人による立替払いの精算において、領収書等
の証憑書類の管理がずさんであったことから、当該研究
に関係のない領収書をもって精算を複数回行っていた。

目的外使用
（消耗品購入）

A大学

　実際に起きた研究費不正使用　文部科学省公表https://www.mext.go.jp/a_menu/kansa/houkoku/1364929.htmより抜粋

不正の種別

他大学の非常勤講師を務めており当該講義に出向く際
の交通費は支給されているにも関わらず、同日に科研費
に関する用務で同大学に出張したとして、当該科研費か
ら交通費を支出した。
科研費の研究に関する海外出張において他法人が主
催するツアーを利用した。当該ツアーの目的と科研費研
究課題には一定の関連性は認められたものの、その一
部の活動については科研費研究課題とは関連性が認
められないものであったことから旅費の目的外使用と断
定された。
大学院の講義で使用する資料作成を依頼しその謝金
を科研費から支出した。研究者は科研費の研究課題に
も関連性があると判断し支出したが、直接的な関連性
はないとして目的外使用と判断された。

目的外使用
（交通費・活動内容・謝金）

C大学

不正の種別

相手方へのアポイント（面談の約束）を取ることなく「資
料を届けるため」や「資料を入手するため」という目
的の出張を繰り返した。メール又は郵便を活用すれば
足りる場合にまでも、公的研究費を費やして、県外ま
で出張する理由について十分な説明がなかった。また
訪問先でインタビューや資料収集を行ったなどの出張
報告書に対して、大学から相手方に訪問が事実であっ
たかを確認したが、その事実は確認されなかった。

目的外使用
（旅費）

B大学

不正の種別

「研究活動に係る不正行為及び
研究費の取り扱いに係る不正行為」
に関する公益通報受付窓口

監査室
eメール kansa@tamagawa.ac.jp
電　話 042-739-8728

担当部課 研究推進事業部研究推進課
eメール kakenhi@tamagawa.ac.jp
内　線 7220

玉川大学における競争的研究費等の
不正行為防止に関する基本方針 

科研費等競争的研究費（以下「競争的研究費等」という）の原資の大部分は

貴重な税金であり、大学におけるさまざまな活動は、社会の信頼と負託によって

支えられています。競争的研究費等の不正使用は社会からの信頼等に反する

行為であり、競争的研究費等の管理については大学の責任において適正に

行わなければなりません。 

玉川大学は、競争的研究費等を適正使用し、不正使用を誘発する要因を

除去し、抑止機能を有する環境・体制の構築を図るため、次のとおり競争的

研究費等の不正行為防止に関する基本方針を定めます。

 
１．不正行為防止対策に関する責任体系を明確化し、学内外に公表する。

２．事務処理に関する職務権限やルールを明確化するとともに、不正行為
防止対策に関する関係者の意識向上を図り、抑止機能を備えた環境・
体制の構築を図る。

３．不正を誘発させる要因に対応した具体的な不正行為防止計画を策定し、
実効性のある対策を確実かつ継続的に実施する。

４．適正な予算執行を行うことができるよう、実効性のあるチェックが効く
システムを構築し、競争的研究費等の適正な運営、管理を行う。

５．競争的研究費等の使用のルール等が適切に情報共有・共通理解
される体制を構築する。

６．競争的研究費等の不正使用が起きない、起こさない環境づくりを目指し、
実効性のあるモニタリング体制を整備する。

平成28年4月1日 制定
令和4年12月1日 改正 【不正防止計画推進部署】研究推進事業部  研究推進課

清らかで 爽やかな 研究環境を
維持するために―
玉川大学はいかなる不正も許しません
「研究者」は『研究活動における不正行為』を絶対行ってはいけません。
学部生、大学院生も研究を行うときは「研究者」です。

「研究活動に係る不正行為」とは、故意又は研究者としてわきまえるべき基本的な
注意義務を著しく怠った行為及びそれらに助力することなど、研究活動上の不適切な
行為であって、科学者の行動規範及び社会通念に照らして研究者倫理からの逸脱の
程度が甚だしいものをいいます。

調査や実験等を行わなかった、又は調査や実
験を行ったが資料・情報・データ等を取得で
きなかったにも関わらず、恣意的に研究結果
の一部又は全部を作成すること。

他者の未公開のアイディア、分析・解析方法、
データを当該研究者の了解なく使用すること。ある
いは他者の研究結果・論文又は用語を使用し
プライオリティを主張すること。また適切な手続
きと表示を行わずに引用すること。

ねつ造 盗 用

改ざん

実質的に貢献のない人物を著作者に加える
こと。

業績の水増しのために、１つの研究成果を複数
の研究成果に分割して出版すること

サラミ出版不適切なオーサーシップ

調査や実験などを通じて得た資料・情報・デー
タ等を、根拠なく修正又は削除すること。

印刷物、電子出版物を問わず、原著性が要求
されている場合に、既発表の論文又は他の学術
雑誌に投稿中の論文と本質的に同じ論文を投稿
すること。

二重投稿

もし、不正行為に当たるような行為に気づいた時は、下記に相談してください。

「研究活動に係る不正行為及び研究費の取り扱いに係る不正行為」に関する公益通報受付窓口
監査室
kansa@tamagawa.ac.jp　　　　　　　　042-739-8728

担当部課
eメール 電　話
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研究推進事 業部

Tamagawa University Office of Research Promotion

【脳科学研究所】動物学習実験装置

【農学部】アワビの陸上養殖に係る産学官連携

産学連携事例の一部

【工学部】玉川サスティナブル・ケム・カー・プロジェクト【量子情報科学研究所】
量子エニグマ暗号トランシーバ（TU Cipher-0）

【農学部】コスモス新品種の育成 【農学部】ミツバチによる授粉昆虫プロジェクト

玉川学園は創立以来、全人教育を教育理念の中心に、人生
の開拓者を育てることを使命とした教育活動や研究活動などに
幅広く取り組んでいます。それらの活動は学園のこれまでの不
断の努力により積み上げられたものです。伝統という古きに縛
られることなく、時代の流れの中で常に進取的な活動の展開
が試みられています。
知財戦略課は、本学の理念に基づき、これらの教育研究
活動により蓄積された研究成果や発明などを広く世の中に公
表し、学術分野の増進を図ることで社会に貢献することを目的
として設置された知的財産本部を前身としており、本学の3 研
究所や大学の研究成果だけでなく、全学の教育研究活動の成
果を対象とした点は、本学の社会貢献への取り組みの大きな
特徴といえます。具体的には本学園の教育研究活動の成果や
それに基づく特許・発明などの知的財産の発掘・創出、保護・
管理だけでなく、知的財産に係る評価及び活用、産学官連携
及び社会実装の推進、大学発ベンチャー創出の支援、また、
利益相反・責務相反への対応や安全保障輸出管理などの法令
順守、また、研究インテグリティの確保になります。
今後は、大学における研究支援機能の充実と体制の強化の
ため、研究推進課との連携をさらに強め、「研究成果の活用」、
「産学連携の推進」、「社会実装の促進」、「研究コンプライアンス」
を強化するべく、一貫した運営を進めてまいります。

 おもな業務
 ・本学の研究シーズの開拓と外部への情報公開
 ・産学官連携及び社会実装の推進
 ・本学の研究成果に関する特許などの権利化及び管理支援
 ・本学の研究成果に関する技術移転の支援
 ・研究活動に係るコンプライアンス推進支援
 ・研究活動に係る契約手続きの支援

 知的財産コンサルタント
研究・教育活動を知的財産管理の側面からサポートする目

的で、現職の弁理士を毎月2 回知的財産コンサルタントとして
配置し、研究内容・特許出願・産学連携など様々なご相談に
対応しています。

 知財セミナー
2017年より教職員・大学院生を対象に「知財セミナー」を

開催しています。第1回セミナーは「知的財産制度説明会」と
題し、特許庁産業財産権専門官による特許制度の概要につい
ての講義が行われました。第 2 回セミナー「研究と特許」では、
特許出願に実績のある4名の教員と知財コンサルタントによる
パネルディスカッション、第 3 回セミナーは「なぜ知的財産権
の学びが必要なのか」と題し、知財コンサルタントより知的財
産権の概要についての講義を通して、それらの知識や理解を
深める活動を実施しました。

知 財 戦 略 課

第 1 回知財セミナー
2017.12.20 開催

第 2 回知財セミナー
2018.12.21 開催
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